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1. 序論 
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 インターネットに接続可能な携帯電話の普及に伴い、

携帯電話が企業の業務に活用されつつある。企業は携帯
電話を持つ従業員に対し、ポータルサイトを通して様々
なサービス（ニュースや在庫確認などの情報提供、旅費
清算、勤休管理など）を提供している（B to E）。この
様な企業のポータルサイトでは、従業員の役職や業務に
合わせて、提供しているサービスに複雑なアクセス権が
設定されている。 

 
2.2 サイト構築手順 
  特定のユーザ（以下、UserA とする）に対して、既
存のサイトW からパーソナライズされた携帯電話向けサ

イトW を構築する手順を説明する。ここで述べる方法は

厳密解を与えるものではなく、近似解を与えるものであ
る。 

o

p携帯電話は、画面が小さく、入力手段も制限されて
いることから、コンテンツの表示能力及び操作性がディ
スクトップ PC よりも劣る。そのため携帯電話向けサイ
トは、従業員が容易に要求するサービスにアクセスでき
るように高度にパーソナライズされている必要がある。 

 
Step1  アクセス権の設定 
  最初にW のページを、 と とに分類し、UserA
が利用できるサービスを提供する に対して UserA に
アクセス権を設定する。UserA にアクセス権がある
を

o Lp Dp

Dp

Dp

Dp とする。 

本論文では、アクセス制限がある既存のサイトから
ユーザ（従業員）に合わせた携帯電話向けサイトを構築
する方法を提案する。 
 
2. パーソナライゼーション 

 既存サイトからパーソナライズされた携帯電話向け
サイトを構築する方法について説明する。ここでいう既
存サイトとは、アクセス制限のあるサイトを指し、携帯
電話向けに作成されたサイトでも PC 向けに作成された
サイトでもよい。結果的に得られる携帯電話向けサイト
は、ユーザにとって必要なリンクが適切な数だけ表示さ
れているメニュー形式のページから構成される。 

Step2 不要なリンクの削除 
  W には UserA にアクセス権がない へのリンクが

含まれているため、UserA が必要なサービスへアクセス
するのを困難にしている。そこで

o Dp

Dp に至らない不要なリ
ンクを削除する必要がある。このような不要なリンクを
発見するために、 からすべてのHp Dp への最短経路を計
算する。どの最短経路上にもないリンクが不要なリンク
に相当する。 

 
2.1 サイトの定義 
  サイト W を以下のように定義する。W はページｐ
の集合 P とリンクｌの集合 L から構成される。ページｐ
は、他のページへのリンクを目的としたリンクページ

（ホームページ を含む）と、サービスを提供するデ

ータページ の２種類がある。リンクｌは組
として表現する。ここで はリンク元の

ページ、 はリンク先のページ、ｔはハイパーテキスト、

wは重みを意味する。重みｗは次節で詳しく述べる。 
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  からHp Dp への最短経路の計算には、リンクの重み
ｗを用いて、Dijkstra のアルゴリズムを使用した。ここ
でｗはそのリンクが最短経路への含まれ易さを意味し、
デフォルト値は１で値が小さいほど含まれ易くなる。重
みｗは、例えば以下のような場合に設定する。 
(1) FRAME 
  W が PC向けのサイトの場合、通常 FRAMEのペー
ジが含まれている。しかし携帯電話のブラウザは
FRAME に対応していない。そこで携帯電話向けのコン
テンツに変換する場合 FRAME のページを、このページ
内に表示する複数のページの一つで代表させる場合があ
る。このとき、FRAME のページからその代表させるペ
ージへのリンクの wを０にし、それ以外の FRAMEペー
ジからのリンクの wを無限大にする。 
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   特にリンク元あるいはリンク先のページがｐである

リンクの集合をそれぞれ )( pLP 、 )( pLP とする。また両

方あわせたものを とする。 )( pLP

(2) 過剰なショートカット 
  W が PC 向けのサイトの場合、一ページに多くのシ
ョートカットを含んでいる。しかし携帯電話向けサイト
の場合、これら全てを表示するのは過剰である。そこで
これらのショートカットのｗを無限大にして、ショート
カットが最短経路に含まれないようにする。 

o
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以上から得られた最短経路に含まれるリンクの集合
を )(min DpL 、ページの集合を )(min DpP とする。これをす

べての Dp について計算し、すべての Dp に対する

)(min DpL 、 )(min DpP

pL
の和を、それぞれ携帯電話向けサイ

トW のリンク集合 、ページ集合 とする。 p pP
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Step3 ページの統合 
  Step２で得られたW は、不要なリンクが削除されて

いるために、一ページに表示するリンク数が調節されて
おらず、リンク数が１個か２個しかない無駄なページが
存在する。このようなページは、結果としてユーザの操
作回数を増加させる。そこで類似度の高いページ同士を
統合し、一ページに表示するリンク数を調整する。以下、
ページ間の類似度の判定およびページ統合方法について
説明する。ただし、これらの操作は に対してのみ行う。 

p
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(1) 類似度判定 

2 つのページ に対する内容の類似度を、その

ページへのリンクとそのページからのリンクから判断す
る。ページ のリンク集合 において、要素 を

もう一方のページ に置き換えたリンク集合を

とする。ただし、以降リンクの重み wは使
用しないのでリンクの組から削除する。 
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このとき 間の類似度を表す距離 d を、
と のリンク数の少ない方を、 と

の共通のリンク数で割ったものとして定義

する。ここでページ の総リンク数は の組数
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)( pLP であたえられる。この距離をすべてのページ間に

ついて計算する。 
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(2) ページ統合 

(1)で求めた距離 dの最小となるページ同士を統合する。
統合したページを としたとき、W に対して以下の操作
を行う。 
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  (1)と(2)の操作をすべての に対しそのｐに表

示するリンク数

pWp ∈

|)( pLP| が設定された範囲に収まるまで

繰返す。その後ｐを集合 )p(LP のすべての要素を表示す

るメニュー形式の携帯電話向けページとして定義しなお
す。 
 
3. 関連研究 
アクセスしてきたユーザや機器の属性に合せてコン

テンツを変化させる従来の技術(コンテンツアダプテーシ
ョン)には主に２種類存在する。 

 
(1) ページに対するアダプテーション 

ページのインターフェイスを変更する技術である。
この技術には、内容とプレゼンテーションとロジックと
を分けてページを XML で記述することによりアダプテ
ーションを行う UIML[1]等や、既存コンテンツの構成要
素に対して重要度や役割を RDFで記述することによりア
ダプテーションを行う Annotation[2]がある。 
 
(2) サイトに対するアダプテーション 

サイトのリンク構造を変更しユーザを特定のコンテ
ンツにナビゲートする技術である。この技術には、特定
ユーザのアクセスログを解析し、ユーザが頻繁に利用す
るページへナビゲートするためにリンクの追加や削除を
行う PROTEUS[3]や、アクセスログからユーザをクラス
タリングして、リクエストの多いページへのショートカ
ットを追加するMINPATH[3]がある。 
 
  本研究の方法は、従来のサイトに対するアダプテー
ションでは扱えないアクセス権が設定されたサイトを対
象とし、サイト全体から不要なリンクを削除し、ページ
内のリンクを決めている点で、ページ単位の制御しかで
きないページに対するアダプテーションよりも、パーソ
ナライゼーションに関してより大きな効果が期待できる。 
 
4. 結論 
本論文では、アクセス権が設定された既存サイトか

らパーソナライズされた携帯電話向けサイトを構築する
方法を提案した。本方法は、ホームページからアクセス
権のあるページまでの最短経路を求めて不要リンクを削
除し、さらに類似度の高いページ同士を統合しページ内
のリンク数を適切なものにしたことにより、ユーザの容
易なサービスへのアクセスを可能にした。 
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